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【編集後記】

きょうせい春号をお読みいただき、ありがとうございます。

阪神・淡路大震災から３１年を迎えました。

地震や大雨等の災害の発生を防ぐことはできませんが、日頃から

備えておくことで、被害を減らすことができます。

避難経路を歩いて確かめておく、食料を備蓄しておく、家族や職場で

連絡方法を確認しておくなど、防災・減災は特別なものではなく、

誰もが命を守るためにできる生活の一部です。

常日頃から防災意識をもって生活するよう心掛けましょう。

有馬富士公園内では、工作教室、藍染め教室、料理教室、ヨガ、天体

観測会、音楽コンサートなど、多くの講座やイベントが開催されてい

ます。詳しくは、右記の二次元コードからご覧ください。

ご不明な点は、

共生センタースタッフが、

優しく丁寧に説明いたします！！

お気軽にお声かけください♪

ちょっと難しそうやな・・・

インターネットは
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タブレットなんか

初めてやわぁ・・・

きょうせい
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令和７年１２月２１日（日）有馬富士共生センターにて、特定非営利活動法人ミラクルウィッ

シュ・さんだ女子防災部による「防災パーティVol.4」が開催されました。

屋内での、「くらやみ体験」、「避難所体験」、「避難所運営ゲーム」、「被災した写真の洗浄体験」、

「防災グッズ・震災時の新聞の展示」等の他、災害時に役立つ「ポリ袋クッキング」、「段ボール

椅子づくり」、「ビニール袋を使ったカッパづくり」、「防災ボトルづくり」等が行われ、飲食ブー

スも賑わってました。また、屋外では、「消防車・給水車・マンホールトイレの展示」、「水消火器

による消火訓練」が行われました。

子どもから大人まで、楽しみながら、災害時に役立つ知識を学び・体験をすることで、防災・

減災への理解を深めることができる充実したイベントとなりました。

～イベントに参加された方の感想（一部抜粋）～

・防災について学ぶ機会になり、とても良かったです。

・様々な防災グッズがあり、参考になりました。

・暗闇体験では、スマホのライトでは足元しか照らせないことがわかった。

・実際に体験したり、見たりしたことで、防災について深く学ぶことが

できました。

・災害への備えについて、改めて考えるきっかけとなりました。

令和8年４月１日以降に使用される市民センターを含む公共施設の予約等は、新しい公共施

設予約システムにて行っていただくこととなります。

これに向けて、令和7年11月28日から順次、機能を稼働させています。

詳細については、右記の二次元コードにてご確認ください。

【新しい公共施設予約システムのポイント】

① スマートフォンからでも見やすい画面になりました。

② インターネットから新規の利用者登録が可能になりました。

※ 当面は、個人の方の新規の利用者登録のみ対応する予定です。

③ 使用料・利用料のキャッシュレス決済が可能になりました。

※ クレジットカード決済、コード決済、コンビニ決済、ペイジーが使用できます。

なお、コンビニ決済、ペイジーの手数料は利用者負担です。

④ 下記の４施設が予約システムで予約できるようになりました。

・多世代交流館（音楽スタジオ） ・有馬富士自然学習センター

・心道会館 ・ガラス工芸館（多目的ホール、和室）

⑤ センターの窓口に備え付けの予約システムの端末が、

タブレットに変わりました。

詳細はこちらから



#
共生センターをご利用されている登録グループを紹介します。

サンタクロースがやってきたよ！

【活動日時および活動場所を教えてください】

毎月第2金曜日の午前中に有馬富士共生センターで活動しています。

西村俊裕先生ご指導のもと、1人3点持ち寄って、研鑽し合っています。

【活動の中で意識していることは？】

「生涯、楽しんで、写真を撮る」を目標に、身体と心の健康維持を意識しています。

【主な活動を教えてください】

合同展（作品展）を毎年春と秋に開催しています。

令和７年１２月には２０回目の合同展を開催しました。

随時、会員を募集しております。

三田市では、12月を「サンタ月間」と位置づけ、「サンタ×三

田プロジェクト」が実施されています。

11回目となる今年度のプロジェクトは、令和7年12月1日

～25日に実施され、共生センターでも、職員一同でギャラ

リーにクリスマスの飾りつけをして、クリスマスソングを流

してプロジェクトを盛り上げました。

また、21日には、共生センターにサンタクロースの故郷フィ

ンランドからサンタクロース財団公認のサンタクロースが

やって来ました。

サンタクロースは、「ふれあいサンタ」のイベントに事前申込

された25組の方との記念撮影の後、防災パーティ(本紙１

面参照)で賑わっている館内をまわり、随所で、記念撮影に

応じていました。（この様子は、テレビ局のニュースで放送

されました。）

幼稚園の子どもたちが作ったクリスマス

の飾りや、TVアニメ『SANDA』のポス

ターがプロジェクトを華やかに彩ってくれ

ました。

【設立】

２０１１年９月に三田市高齢者大学の写真クラブの卒業生が中心となり、デジタルカメラ散歩

の会を設立しました。現在、６０歳代から８０歳代までの１２名で活動しています。

令和7年10月に実施しました共生セ

ンターの空調設備等改修工事の際

に出た廃木材を職員が里山工作室

の工具で、切ったり、削ったり、磨い

たりして、木目が映える素敵なオー

ナメントができました♪

これらのオーナメントは、クリスマス

ツリーに飾るとともに、ご来場の方

に配布しました。上記のグループに興味のある方は、共生センターまでお問い合わせください。

デジタルカメラ 散歩の会
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